
トーラスを作る 

 

トーラスの中心を原点 Oとする。 

Φ = (大半径) 

r = (小半径) 

n = (大円の角度分割数) 

m = (小円の角度分割数) 

(u,v,w) = (大円面の法線ベクトルの x成分 ,y ,z) 

 

(u,v,w)で与えられた法線ベクトルの大きさを 1に調節したものを𝑁𝑉𝑙𝑧
⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  とする。 

𝑁𝑉𝑙
⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  に垂直で大きさが 1である適当なベクトルを𝑁𝑉𝑙𝑥

⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  ⃗作成する。 

𝑁𝑉𝑙𝑦
⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ =  𝑁𝑉𝑙𝑧

⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  × 𝑁𝑉𝑙𝑥
⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ 

とする。 

 

kを 0以上の整数とし、＜ 操作 0-1 ＞ を、k=0からスタートし、＜ 操作 0-1 ＞ が 1回

終わる毎に kを 1だけ増加させて k=n-1での ＜ 操作 0-1 ＞が完了するまで繰り返す。 

 

＜ 操作 0-1 ＞ 

 

θk = 2𝜋 × 𝑘/𝑛 

とし、 

𝑂𝑃(𝑘)
⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ = Φ(cosθ𝑘)𝑁𝑉𝑙𝑥

⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ +  Φ(sin θ𝑘)𝑁𝑉𝑙𝑦
⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ 

𝑁𝑉𝑠𝑥⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ =  𝑁𝑉𝑙𝑧
⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗   

𝑁𝑉𝑠𝑦⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ =  
1

Φ
𝑂𝑃(𝑘)
⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ 

とすると、 

𝑃𝑘は大円面上の点である。 

 

tを 0以上の整数とし、＜ 操作 1-1 ＞ を t=0からスタートし、＜ 操作 1-1 ＞ が 1回

終わる毎に tを 1だけ増加させて t=m-1での ＜ 操作 1-1 ＞が完了するまで繰り返す。 

 

＜ 操作 1-1 ＞ 

θ(𝑘,𝑡) = 2π × t/m 

とし、 

P(𝑘)𝑄(𝑘,𝑡)
⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  = r(cosθ(𝑘,𝑡))𝑁𝑉𝑠𝑥⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ + 𝑟(sin θ(𝑘,𝑡))𝑁𝑉𝑠𝑦⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ 



とすると、𝑄𝑘𝑡は小円面上の点である。 

＜ 操作 1-1 終わり ＞ 

＜ 操作 0-1 終わり ＞ 

 

このように操作を繰り返して得られた点

𝑄(0,0) , 𝑄(0,1) , ･･･ , 𝑄(0,𝑚−1) , 𝑄(1,0) , 𝑄(1,1) , ･･･ , 𝑄(𝑛−1,𝑚−1) 

を適切に結べば、ワイヤーフレームデータやトーラス面データを得られる。 


